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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第75期

第３四半期連結累計期間
第76期

第３四半期連結累計期間
第75期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 11,150,396 13,088,628 16,373,818

経常利益 （千円） 233,611 620,065 717,475

四半期（当期）純利益又は四

半期純損失（△）
（千円） △16,449 213,547 343,393

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △132,508 138,833 258,099

純資産額 （千円） 13,151,952 13,435,984 13,541,170

総資産額 （千円） 19,822,836 20,152,732 20,527,996

１株当たり四半期（当期）純

利益金額又は四半期純損失金

額（△）

（円） △0.38 4.97 8.00

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.1 63.9 62.7

　

回次
第75期

第３四半期連結会計期間
第76期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.18 1.52

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第76期第３四半期連結累計期間及び第75期における潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第75期第３四半期連結累計期間における

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

４．第75期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動は下記のとおりであります。

　

＜主要な関係会社の異動＞

　当社は、連結子会社の東京精工株式会社を平成23年10月１日付で吸収合併しております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成23年11月９日開催の取締役会において、当社の100%子会社である山形チノー株式会社（連結子会社）を

吸収合併することを決議し、平成23年11月30日付で吸収合併に係る合併契約書を締結いたしました。 

　

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災及び原発被災による被害拡大の影響がありましたも

のの、サプライチェーンの早期復旧や電力不足の克服で生産活動や個人消費に持ち直しの動きが見られました。し

かしながら、企業の設備投資は抑制傾向が続き、また、タイの洪水の影響や欧州の債務危機による海外経済の減速

で円高が常態化して外需も伸び悩むなど厳しい状況が続きました。

このような経営環境のなかで当社は新たな中期経営計画をスタートさせ、当年度を当企業グループを高収益企

業にする基盤整備の年と位置づけて積極的な施策を推進してまいりました。

　グループ会社、生産拠点、生産設備を含めたチノーグループとして全体最適の効率の良い体制を築くべく、久喜事

業所からの移転で全計装が集結した藤岡事業所に計装工場を増床、第３四半期から本格稼動しました。また、久喜

事業所においては温度センサの一貫生産ラインを構築し、生産能力の増強を図りました。一方、子会社については

東京精工株式会社を10月１日付で当社に合併し、放射温度計を中核とする商品分野において、技術開発や販売面の

シナジーを高めるとともに、主として民生機器関連の生産拠点でありました㈱山形チノーを新エネルギー、環境、

安全・安心といった分野の新市場開拓の中核的事業所とするべく諸施策を推進しました。

当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は13,088百万円(前年同四半期比17.4％増)とな

りました。利益面につきましては営業利益は634百万円（前年同四半期比115.1％増）、経常利益は620百万円（前

年同四半期比165.4％増）、四半期純利益は213百万円（前年同四半期は四半期純損失16百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①計測制御機器

売上高は4,997百万円(前年同期比12.1％増）、セグメント利益（営業利益）は887百万円（前年同期比21.0％

増）であります。

②計装システム

売上高は4,403百万円（前年同期比29.2％増）、セグメント利益（営業利益）は382百万円（前年同期比

92.6％増）であります。　

③センサ

売上高は2,998百万円（前年同期比15.1％増）、セグメント利益（営業利益）は411百万円（前年同期比

23.2％増）であります。

④その他　

修理・サービス等の売上高は688万円（前年同期比1.3％増）で、セグメント利益（営業利益）は102百万円

（前年同期比69.4％増）であります。

 

EDINET提出書類

株式会社チノー(E02286)

四半期報告書

 3/19



(2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて375百万円減少し、20,152百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ320百万円減少し、13,641百万円となりました。主な増減は、たな卸資産の

増加519百万円、受取手形及び売掛金の減少402百万円、有価証券の減少999百万円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ54百万円減少し、6,511百万円となりました。このうち有形固定資産は減

価償却費の計上等により20百万円減となりました。投資その他の資産は投資有価証券の増加24百万円がありまし

た。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて270百万円減少し、6,716百万円となりま

した。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ182百万円減少し、4,766百万円となりました。主な減少要因は支払手形及

び買掛金の減少258百万円等であります。

固定負債は、退職給付引当金等の減少があり前連結会計年度末に比べ87百万円減少し1,950百万円となりまし

た。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ105百万円減少し、13,435百万円となり

ました。剰余金の配当214百万円による減少等の結果であります。

　　　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は658百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

　　

EDINET提出書類

株式会社チノー(E02286)

四半期報告書

 4/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 119,100,000

計 119,100,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,800,580 47,800,580
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株であります。

計 47,800,580 47,800,580 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 47,800 － 4,292,027 － 4,017,909

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   　4,869,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式    42,368,000 42,368 －

単元未満株式 普通株式      563,580 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 47,800,580 － －

総株主の議決権 － 42,368 －

　

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社チノー
東京都板橋区熊野町32－８ 4,869,000 － 4,869,000 10.18

計 － 4,869,000 － 4,869,000 10.18

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,746,216 4,221,683

受取手形及び売掛金 5,344,620 ※
 4,942,601

有価証券 1,098,794 99,560

商品及び製品 976,145 1,113,922

仕掛品 886,986 933,367

原材料及び貯蔵品 1,293,842 1,629,391

その他 624,302 708,847

貸倒引当金 △8,638 △7,938

流動資産合計 13,962,269 13,641,435

固定資産

有形固定資産 3,557,087 3,536,166

無形固定資産

のれん 265,905 227,501

その他 316,153 319,607

無形固定資産合計 582,058 547,109

投資その他の資産

その他 2,426,582 2,428,022

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,426,581 2,428,021

固定資産合計 6,565,726 6,511,296

資産合計 20,527,996 20,152,732

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,113,236 ※
 2,854,933

短期借入金 759,209 683,338

未払法人税等 158,177 201,375

賞与引当金 304,996 179,769

その他 613,813 ※
 847,095

流動負債合計 4,949,433 4,766,511

固定負債

退職給付引当金 1,490,073 1,421,016

役員退職慰労引当金 170,399 188,600

その他 376,919 340,618

固定負債合計 2,037,392 1,950,236

負債合計 6,986,826 6,716,748
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,292,027 4,292,027

資本剰余金 4,072,140 4,072,140

利益剰余金 6,285,935 6,279,989

自己株式 △1,456,307 △1,457,875

株主資本合計 13,193,796 13,186,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △56,452 △87,055

為替換算調整勘定 △265,221 △229,676

その他の包括利益累計額合計 △321,673 △316,731

少数株主持分 669,047 566,433

純資産合計 13,541,170 13,435,984

負債純資産合計 20,527,996 20,152,732
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 11,150,396 13,088,628

売上原価 7,573,770 8,848,198

売上総利益 3,576,625 4,240,430

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 1,496,315 1,566,625

賞与引当金繰入額 80,339 97,442

退職給付費用 110,545 104,123

役員退職慰労引当金繰入額 25,279 40,968

研究開発費 228,734 366,371

貸倒引当金繰入額 27 855

その他 1,340,575 1,430,001

販売費及び一般管理費合計 3,281,817 3,606,388

営業利益 294,808 634,042

営業外収益

受取利息 20,468 27,699

受取配当金 15,062 18,464

その他 35,736 43,328

営業外収益合計 71,268 89,492

営業外費用

支払利息 9,750 8,023

為替差損 72,874 57,350

その他 49,839 38,093

営業外費用合計 132,465 103,468

経常利益 233,611 620,065

特別利益

投資有価証券償還益 － 7,636

その他 4,453 881

特別利益合計 4,453 8,517

特別損失

固定資産処分損 6,268 74,794

退職給付制度終了損 － 27,592

その他 111,592 12,640

特別損失合計 117,860 115,026

税金等調整前四半期純利益 120,204 513,556

法人税等 113,876 243,216

少数株主損益調整前四半期純利益 6,328 270,340

少数株主利益 22,777 56,792

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,449 213,547
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,328 270,340

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,566 △30,602

為替換算調整勘定 △147,403 △100,903

その他の包括利益合計 △138,837 △131,506

四半期包括利益 △132,508 138,833

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △155,286 218,490

少数株主に係る四半期包括利益 22,777 △79,656
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

連結の範囲の重要な変更　

　連結子会社でありました東京精工株式会社は、当第３四半期連結会計期間において当社との合併により消滅したた

め、連結の範囲より除外しております。

　

　

【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　当社における、材料の評価方法は、従来、先入先出法によっておりましたが、当連結会計年度より移動平均法に変更して

おります。これは、生産管理システムの見直しを契機に、リアルタイムで原価管理を実施、また価格変動による損益計算書

への影響を平準化することにより、より適正なたな卸資産の評価及び期間損益の計算を行うことが目的であります。 

　当該会計方針の変更は、前連結会計年度まで材料の評価方法について先入先出法を採用しており、システムで保存して

いる単価記録は順次更新され移動平均法による単価情報の入手は実務上不可能なため、前連結会計年度末の材料の帳簿

価額を当連結会計年度の期首残高として、期首から将来にわたり移動平均法を適用しております。

　これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用して

おります。　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなり、それ以降に解消が見込まれる一時差異等について、繰延税金資産及び繰

延税金負債の計算に使用する法定実効税率が変更されました。この結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控

除した金額）は 37,429千円減少し、法人税等は31,076千円増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成23年12月31日)

　 ――――――――

 

　

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理をしております。

　　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

あったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

受取手形 27,242千円

支払手形

流動負債「その他」

212,005千円

 

（設備関係支払手形） 6,507千円
　

　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。  

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 482,413千円

のれんの償却額 41,834千円

減価償却費 462,649千円

のれんの償却額 38,403千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月12日

取締役会
普通株式 171,830 4.00平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 214,685 5.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計計測制御
機　　器

計　　装
システム

センサ 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,458,5743,407,4062,604,47110,470,451679,94511,150,396
セグメント間の内部売上
高又は振替高

－　 － － － － －

計 4,458,5743,407,4062,604,47110,470,451679,94511,150,396

セグメント利益 733,218198,575334,1401,265,93360,5881,326,522

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおります。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,265,933

「その他」の区分の利益 60,588

全社費用（注） △1,031,714

四半期連結損益計算書の営業利益 294,808

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計計測制御
機　　器

計　　装
システム

センサ 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,997,2664,403,9972,998,88112,400,144688,48413,088,628
セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 4,997,2664,403,9972,998,88112,400,144688,48413,088,628

セグメント利益 887,084382,465411,6821,681,231102,6361,783,870

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、修理・サービス等を含んでおります。

　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,681,231

「その他」の区分の利益 102,636

全社費用（注） △1,149,828

四半期連結損益計算書の営業利益 634,042

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（有価証券関係）

　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成23年10月１日　至平成23年12月31日）

　（吸収合併）　

　共通支配下の取引等　

１．取引の概要 

（1）対象となった事業の名称及びその事業の内容

　当社の連結子会社である東京精工株式会社の放射温度計、校正用黒体炉および炉内監視装置等の製造、販売

　

（2）企業結合日

平成23年10月１日

　

（3）企業結合の法定形式

当社を存続会社として、東京精工株式会社を消滅会社とする吸収合併であります。

　

（4）結合後企業の名称

株式会社チノー 　　

結合後企業の名称に変更はありません。　

　

（5）その他取引の概要に関する事項

技術開発や販売面のシナジーに留まらず、経営資源の集約化・有効活用、業務面の効率向上を目的として、東

京精工株式会社を吸収合併するものであります。

　

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下の取

引として処理しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は1株当たり四半期

純損失金額（△）
△0円38銭 4円97銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△16,449 213,547

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△16,449 213,547

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,953 42,933

（注）当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年２月10日

株式会社チノー

取締役会　御中
 

監査法人大手門会計事務所

 

 
指定社員
業務執行社員  公認会計士 武　川　博　一　　　印

 

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 根　本　芳　男　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社チノーの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成23

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

 以　上

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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